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１．は じ め に
　近年、保育現場（保育所）においては、多数
かつ多様な子どもの対応を迫られ、今まで以上
に保育者－保護者間の効果的なコミュニケーシ
ョンを図ることが必要となっている。保護者対
応について、学生の多くがその重要性を認識し
ているが、在学中に実践的に学ぶ機会が少ない
こと、就職するにあたって学生が不安に思う事
柄の上位に「保護者との関係」があげられてい
ることがこれまでの研究より明らかになってい
る（善本 2003、杉山ら 2007、太田 2008）。従
って、保育者養成校においても現場での学びに
先立って、このような能力の向上につながる取
り組みが必要であると考える。
２．研究の経緯
　2010年度、本学幼児教育学科１年生を対象に
「保育者に必要な能力・資質」および「学生自
身のコミュニケーション能力」に関する意識を
調査した。結果として、入学時の学生がもつ保
育者－保護者間のコミュニケーションに関する
イメージが顕在化するとともに、学生自身のコ
ミュニケーション能力に関する苦手意識が明ら
かになった。コミュニケーション能力について
は、特に、初対面の人との会話や他者同士の会
話に後から参加することなど、「他人との最初
の関係作り」や、他人とのトラブルの解決や意
見が衝突した場合の対処の仕方など、「能動的
な働きかけ」について、苦手意識をもつ学生が
多いことが明らかとなっており（真下ら 2011）、
先行研究で指摘されている点と一致する部分が
大きい（三宮 2004、善本 2004）。
　上記のことより、保育者をめざす学生が、保
護者のもつ様々な相談や要望（コミュニケーシ
ョンの内容）に関する具体的なイメージの育成
を図るとともに、対保護者に限らず、人とのコ
ミュニケーションの基盤となる学生自身の対人
関係を自ら構築する力（コミュニケーションの
方法・技術）を身に付けることが必要である。
　これらの調査結果をふまえて、筆者らは、保
育現場において日常的に起こると思われる事例
保育者－保護者間のコミュニケーションの改善をめざした研究(2)
―保護者からの相談に対する保育者の答え方の特色―
真　下　知　子　　張　　貞　京　　中　村　博　幸
　保育者－保護者間のコミュニケーションの改善をめざし、保育者養成課程においても現場での学び
の礎となる取り組みが必要である。筆者らは、教材開発のための予備調査として、保護者からの相談
の場面を設定したシナリオ形式の質問紙によるアンケート調査を実施した。現職の保育者による回答
の分析より、保育者の答え方の特色として、①「傾聴・共感」②「具体的なアドバイス」③「保育者
として一緒に問題解決にあたる姿勢を示すこと」の３点が見られた。
キーワード：幼児教育、保育者、保護者、コミュニケーション
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を取り上げ、保護者からの相談について、保育
者としてどのように答えるかを考えるシナリオ
形式の教材を考案し、現職の保育者および本学
2年生を対象に予備調査を行った。
３．シナリオ形式による
　　教材開発のための予備調査
3 － 1　調査の目的
　 　本調査の目的は、保護者から日常的に寄せ
られる様々な相談に対して、現職の保育者と
学生の答え方には差異があるのか、あるとす
れば、その特性は何であるのかを見出し、今
後学生が身に付けるべき能力を具体化したう
えで、養成機関で活用できる教材の開発につ
なげることである。
3－ 2　調査の対象
　保育者：京都府（４園）、兵庫県（２園）の
　保育者、計13名
　学生：K短期大学、
　幼児教育学科２年生231名
3 － 3　調査の実施日時
　保育者：2011年６月
　 学生：2011年５月４週目～６月１週目、「保育
内容　人間関係」「教育方法論」「社会福祉援
助技術」の授業中に実施
3－ 4　調査の内容
　 　保育現場において日常的に起こると思われ
る３つの事例を取り上げ、その後の場面展開
を予測させるシナリオ形式の質問紙を作成し
た。相談事例の内容は、次の通りである。
　ア）トイレトレーニング
　イ）登園しぶり
　ウ）○○ちゃんと遊びたい
　これらの事例について、それぞれ図1の形式
でシナリオを提示し、次のような質問を設定し
た。質問紙を資料1に示す。
問１　 このような事例は、実際におこることが
あると思われますか？
　　　（多い、　ふつう、　少ない）
問２　 保育者③（図１※）のセリフは空欄です。
あなたがこの保育者だとするとどのよう
に答えますか。具体的な内容をお書き下
さい。
図１　相談事例の形式
※ 現職の保育者に対しては、保育経験年数、年齢、
性別についても調査した。
3－ 5　分析の方法
　 　調査の対象とした保育者と学生について、
まず、現職の保育者の回答を分析し、それを
指標として学生の回答を分析することとし
た。
　 　共同研究者３名が前述ア）～ウ）の事例に
関する保育者の記述を質的に分析し、カテゴ
リーによって分類した。以下、保育者の回答
の分析と分類について報告する。
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４．結果・考察
4 － 1　回答者の属性について
　 　保育経験年数は、５年未満２名、５～９年４
名、10 ～ 19年３名、20年以上４名であった。
年齢は、20代4名、30代5名、40代2名、50代2名
であった。
　性別は女性11名、男性２名であった。
4－ 2　問１について
　 　アンケートの３つの事例が実際に起こる内
容かどうかを質問したところ、ア）～ウ）の
すべてにおいて、「多い」「ふつう」と回答し
た者が13名中10名以上であり、想定場面とし
て、妥当性があるものと考えられる。
4－ 3　問２について
　 　記述内容を分析した結果、保育者の答え方
の特性として、以下の３点が挙げられた。
　　①「傾聴・共感」
　　②「具体的なアドバイス」
　　③ 「保育者として一緒に問題解決にあたる
姿勢を示すこと」
　 　①は、まず保護者の悩みや不安な気持ちに
共感し、これまで保護者が取り組んできた事
柄を肯定的に評価すると同時に、現在の状況
確認・把握を行うものである。
　 　②は、その場の問題解決に役立ちそうな知
識、事例、考え方を説明し、共有することで
ある。内容としては、保護者が聞き、理解で
きるものであると同時に保護者自身が抵抗な
く実施可能なものが提案されていた。
　 　③は、保育者が保護者と同じ側に立って、
一緒に考え、園での取り組みや情報交換など、
保育者にできる支援を積極的に行っていく姿
勢を示すものであった。
　 　本稿では例として、ア）トイレトレーニン
グについての分析結果を述べる。なお、前述
した①～③の下位にはａ）～ｄ）のサブカテ
ゴリーを付した。結果の詳細を資料２に示す。
　①「傾聴・共感」
　ａ）評価（肯定的）
　・ 「トイレに興味がもてるように工夫されて
いたのですね。」
　・ 「まず、トイレに行くことに成功したんで
すね！それが一つ目のステップなので少し
ずつ進めていますよ！」
　・ 「おトイレが楽しい雰囲気になっているの
はとても良いことで大事なことですね。」
　ｂ）共感
　・ 「だんだんまわりのこどもたちもおもらし
がなく排泄ができてくると気になりますよ
ね。」
　・ 「早くおむつがはずれてほしいというお気
持ちは充分に理解できます。」
　②「具体的なアドバイス」
　ａ）個人差
　・ 「興味の持ち方やトレーニングのタイミン
グで変わってきますし、個人差も大きいも
のなので・・・」
　・「膀胱の機能は個人差もあるので・・・」
　・「排泄間隔は本当に個人差があるので・・・」
　ｂ）トイレのタイミング
　・ 「おしっこが出るタイミングが合えばトイ
レに座ってくれるかもしれません。」
　・起床後等、成功しやすい時間に誘う
　・60 ～ 90分位ためられる時に誘う
　ｃ）焦らない
　・ 「焦らずに「いつかはトイレに行くことが
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できるようになるわ」と気持ちを大らかに
もってみてもいいと思いますよ。」
　・ 「繰り返して行くことで、少しずつ成功の
回数がふえていくと思います。」
　・他の子の話もする（失敗もあること等）
　ｄ）子どもへの声かけ
　・ 「「出たね」「スッキリしたね」・・・と言葉
で共感することもトイレが自立していくこ
とに大切なことです。」
　③ 「保育者として一緒に問題解決にあたる姿
勢を示すこと」
　ａ）協力する姿勢を示す
　・ 「保育園でもごはんや昼寝前に声かけてい
くようにしますね。」
　・ 「保育園でも少しずつ進めていきますので
協力してやっていきましょう。」
　・ 「私達も今、A君のタイミングを測ってい
るところです。」（つかめてきたらお母さん
にお伝えするので・・・）
　ｂ）伝え合う（情報交換）
　・ 「気付くことや、こうしたらうまくいった
よということがあれば伝えたいと思いま
す。」
　・ 「お家でも気づいたことなど、園や担任に
知らせてもらえるといいなぁと思います。」
　 　このように、まず、保護者の不安な気持ち
を受け止め、これまでの取り組みを評価した
うえで、現在の状況が成長の過程であること
を伝えている（①傾聴・共感）。
　 　そして、次に②具体的なアドバイスがなさ
れており、膀胱の発達や排尿の間隔等、発達
に関するもの、トレーニングのタイミングに
よる個人の変化、興味のもち方等、経験や専
門知識を活用した助言が見られる。保護者の
焦りを軽減する働きかけとしても、感情的な
なぐさめに陥らず、他の子どもの具体的な事
例を示したり、現在の状況が、少しずつ進歩
を表していることを伝達したりして、子ども
に根気よく付き合うことができるよう支援が
なされている。さらに、保護者だけに工夫や
努力を求めるのではなく、③保育者が協力し
て、一緒に問題解決にあたろうとする姿勢が
示されている。また、回答全体を通して「～
して下さい。」といった指示、命令ではなく、
「保護者自身の思考のプロセスに付き合う」
働きかけがうかがえた。
　 　今回、結果を報告したア（トイレトレーニ
ング）の事例は、個人の成長過程で起こる問
題であるのに対して、イ（登園しぶり）は、
園との関係、ウ（○○ちゃんと遊びたい）は、
集団の中での問題と、それぞれ性質が異なっ
ている。このような性質の違いによって、サ
ブカテゴリーにはそれぞれ特徴的なものが見
られたが、解決方略の基本的な流れ(①～③)
は共通していた。
　 　これら、現職の保育者による記述より、保
護者から何を引き出し、伝えるべき情報は何
なのか、あるいはどのように聴き、伝えるべ
きなのか等、問題解決に向けて、保育者－保
護者間のコミュニケーションにおいて必要な
要素や重視すべき点（コミュニケーションの
内容、方法・技術）が具体的に示された。
　 　今後、これらを指標として学生の回答を分
析し、養成機関において、学生が身に付ける
べき能力を明確にしていきたい。さらに、保
護者対応に対する不安の軽減や、想定された
相談場面において、学生自身が主体的に対応
策を考える機会となる教材開発へとつないで
いきたい。なお、本稿は2011年度日本教育工
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学会第27回全国大会（首都大学東京）での口
頭発表に基づいたものである（中村ら 2011）。
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資料 1 質問紙 
 
 
 
保育者と保護者のコミュニケーションを考える 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この調査は保育者、園児、保護者のコミュニケーションの改善を目指した研究の枠組作りの
ためのものです。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
ご質問や不明な点がございましたら、下記の連絡先までお願いいたします。 
 
京都文教短期大学 幼児教育学科 
真下知子（0774－25－2458） 
張 貞京（0774－25－2456） 
 
 
次の三つの事例につきまして、それぞれ問 1～問 3 の設問にお答え下さい。
回答は別紙の解答用紙にご記入をお願いいたします。 
なお、各事例は下記の点が共通しています。 
 
�それぞれの事例において、��保育��保護者の��は��で��。 
保育��において、�に目��た問�は�こ�ていない。  
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資料 1 質問紙 
 
 
ア）トイレトレーニング 
 
 
クラス状況 1 歳児クラス、14 人（男 6：女８）、担当保育士 3 人 
対象児 9 月生まれの A くん（男児）、第一子 
相談までの
状況 
7 月頃に母親より担当保育士へ相談あり。 
クラスの他児が次々とオムツを止めて日中をパンツで過ごせるようになっ
ていることに気付く。送迎時、他の保護者との立ち話で知り、A くんのトイ
レトレーニングが上手くいっていないと焦っている様子。担当保育士に個別
面談をしてほしいと言ってこられたため、時間を設定する。 
母① 
 
先生、お忙しいのに時間を作って下さってありがとうございま
す。 
保育者① いいえ。個人的にお話しできると嬉しいです。いつもは短いで 
すものね。いつでも声かけてください。 
それでは、どのようなお話ですか？ 
母② 
 
あのー、うちの子どものトイレトレーニングですが、今のとこ 
ろ何をやっても上手くいきません。育児書や知り合いから聞い 
た方法を試してみましたが、本人が興味を示してくれなくて、 
一度もトイレで成功したことがありません。どうしたら良いか 
教えていただければと思いまして。 
保育者② 
 
お母さん、色々されていたんですね。上手くいかないと焦ります
よね。参考にしたいので、お母さんがどんな事を試してみられた
か教えて頂けますか？ 
母③ 
 
そうですね。トイレが楽しい場所になると良いと言われたの 
で、Ａの好きな絵を壁に貼ってさそってみました。でも、何度か
は行ってくれましたが、成功しなくて、絵を眺めトイレを出 
る感じでした。あと、好きなキャラクターの描かれたパンツも 
はかせてみましたけど、漏らしてしまうので、大変でした。 
相談当日 
保育者③ 
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資料 1 質問紙 
 
 
イ）登園しぶり 
 
 
クラス状況 2 歳児クラス、17 人（男 8：女 9）、担当保育士 3 人 
対象児 B ちゃん（女児）、第一子 
相談までの
状況 
6 月に母親より担当保育士へ相談あり。4 月初めは、新しい担任となり朝の別
れで泣いていたものの、徐々にバイバイできる日が増え、楽しく登園できるよ
うになっていた。6 月に入り、再び朝の別れが難しくなっていたが、担任は一
時的なことと思い受け止めていた。そのような状況が 1 週間以上続いた頃に個
別面談をしてほしいといわれ、時間を設定する。 
保育者① こんにちは。今日はどのようなお話しですか？ 
母① 
 
今日はよろしくお願いします。 
先生もご存じのように、最近、朝の別れがつらくて大変です。
保育者② そうですね。毎日、大変な思いをされていると思います。 
母② 
 
 
 
 
 
 
 
 
やっと慣れて安心していたのに、また始まってしまって。一時
的なことかなと思っていたのですが、 
朝起きてきて「保育園に行きたくない」と言い始めたので、個
別面談をお願いすることになりました。なんとか登園させてい
ますが、本当に大変です。家では何も気になることはありませ
ん。保育園での様子を聞いても、まだちゃんと話せませんしね。
今日、先生に伺いたいと思ったのは、保育園で何かがあって、
登園を嫌がるようになったのではと思いまして。何かありまし
たか？ 
保育者③ 
 
 
 
色々悩んでおられたのに、早いうちにお話しできれば良かった
のに申し訳ないです。Ｂちゃんの園での事もお話しさせていた
だきますが、お家から登園までの様子を教えて頂けますか？そ
れと合わせて考えていきたいと思います。 
母③ 
 
 
 
 
 
そうですね。朝、登園するからと起こすと「行きたくない」と
言って、なかなか起きませんし、ぐずります。 
目が覚めれば着替えや朝食もそんなに大変ではありませんし、
家を出て保育園までの間も特にぐずったりしません。 
保育園の門に入ろうとすると、「いや！」が始まって、部屋に入
ったところから本格的に暴れて泣く感じです。 
相談当日 
保育者� 
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資料 1 質問紙 
 
 
ウ) ○○ちゃんと遊びたい 
 
 
クラス状況 3 歳児クラス、14 人（男 6：女 8）、担当保育士 1 人 
対象児 C ちゃん（女児）、第一子 
相談までの
状況 
年度の後半に入り、クラスも落ち着いてきた頃に母親より担当保育士へ相談
あり。アユちゃんとのことで相談があるとのこと。アユちゃんは誰とでも遊
べる天真爛漫な子ども。 
保育者① 
 
こんにちは。今日はアユちゃんとのことについて、ということで
すが、どのようなお話しですか？ 
 
母① 
 
 
 
 
 
 
今日はよろしくお願いします。 
実は、うちの C がアユちゃんと遊びたいと言っています。いっし
ょに遊びたいと思っても、いつも他の子どもと遊んでいるから仲
間に入れてもらえないようです。入れてほしいと言うのも恥ずか
しいようで、家に帰ると「今日も遊べなかった。遊びたいなぁ」
と言っているので、どのように対応すれば良いか分かりません。
なんとか、いっしょに遊ばせていただけないでしょうか。 
 
保育者② 
 
 
 
そうだったんですか。友達と遊びたいと思うようになる時期です
からね。少し教えて頂きたいことがあります。いっしょに遊んだ
子や周りの子どもなどについて、他の子どもの名前は言いません
か？あとは少しでも「アユちゃんと遊んだ。」とは言いませんで
したか？ 
母② 
 
 
そうですね。ハナちゃんやサキちゃんの名前を言うことはありま
す。「アユちゃんがミーちゃんと遊んでる。」と言って、自分も遊
んでみたいといいます。 
 
相談当日 
保育者� 
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